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りンゴハダニ Metatetranychusulmi (KOCH)の

寄生に対するリンゴの品種間差異本

(ソンゴJ 、ダニの生態学的研究町〉

森 怠旅
プ 亡

須ネヰミ

Varietal differences of the apple concerning the 

parasitism of fruit tree red spider mite 

By 

Hans MORI 

(Zoological Institute， Faculty of Agriculture， Hokkaido University) 

緒言

生態学的に比較的均一な環境下にまらる果樹園内にお

いてもリシゴ樹の品種によって，ハダユ類の寄生程度

が若干具っている事実は経験的に知られている。

GROVES4) のリンゴハダニに関する文献一覧にもハダ

ニ類に対するリ y プ品種の抵抗性の相違について言及

している文献はかなりみられるが，ハダニ類の寄主選

訳性を精査じ且つ抵抗性品種を育成する場合に重要な

基礎資料‘となる・に拘らず，表記問題に関して量的に検

討した業績はないようで:.bる。

我国においてリシプ樹に寄生するハダニくTetr‘

anychidaめとしては，現在までに Metαtetrαnychus

ulmi (KOCH)， BryobiαprαetiosαKOCH， A1nphite-

tγmνchus vi制御伽is(ZACHER)州各，Tetrα時 chus

telariu8 LINNEの4種が報告されている2)，11)。野外

で・の発生時期については種によって最盛期の季節的ず

れが見られるようでるる治斗夏季におけるリンゴハダ

ニの椙阪は特に顕著で、:.bって，今のところ，耕重はリ

y プ樹に繁栄するハダニ類のうち最優勢種ということ

が出来る。

先づ北海道におけるリ y プハダニの生活史の概要に

ついて述べてみよう。木種は肌態で越冬し春季にF際

化L始あて年聞に 5乃至 6世代を経過する。夏世代

勢ノド研究費の一部は昭和 30年度女部省科学研努彊にょうた。

掛北海道大学農学部動物学教室

脅時本種は西尾ll)により Teirαnychus'Pαcificus MCGREGOR 

三Lて発表芭れた。

(fflIi成体が夏卵を産む世代)は各発育段階共に葉以外

の場所に移動することは少なく，葉からの食物摂取は

もとより， ij民3 脱皮3 産卵は通常葉面で行われる。特

に夏季などに隣接する樹の葉が互に接触ずる場合と

かp 作菜員の衣sRや，烏及び昆虫体に付着して移転ず

ることはあるとしても，比較的動きの少ない動物でる

って，他樹への移動が頻繁で、1ちるとは息われなL、。一

般に 8月上旬榊..* 4世代目の雌成体の一部は越冬卵

を産み始め，秋に出現する最終世代の雌はすべて冬型

雌(冬世代〕である。越冬卵はリンプ樹では，主とじ

て 2-7年枝まで、の小枝3 殊に分岐部，葉芽肢，花芽

基部，主主痕敏，年枝境界の諸部位そ選好して集中的に

産下されるため該部位では卵が二，三重に互に重なり

合っていることが多し、。ハダニ個体群の密度の高い混

合に限り主枝や樹幹にも卵が認められ，この際は表皮

面に一様に産卵されている。夏型雌の産卵行動がおお

むね不活発でるるのに較ぺて，冬型雌は産卵に際して

枝上をかなり活発に初優するが普通は同一i樹体の枝

上に全卵を産下ずるく森，未発表)c

ハダニ類の寄生に対するリンプの品種間差異を論ず

るには，先ず供試i謁のハダニ寄生量を正確に評価する

必要がるろう。リシゴハダュの棲息密度は同一年次に

ついても世代によって著しい変動がらること.特に夏

季は相次ぐ薬剤撒布によって個体群の大きさの変動が

掛恥LEES6) は英国本土のリシゴハダユについて photoperiodが

休眠に大きく関係しているこさを明らかにし，休眠，卦F林被の転

換点は日長 14-15時間の間にあるこさを報告しているの札幌に

於ける B月上句の photoperiodf土 14-15時間であり，本種

の休日民誘発に関する LEESの結果吉良〈一致している u



119 森: リンゴハダニ Metatetranychu8UlmiくKOCH〉の寄生に対するリンゴの品種間差異

示した 0-4までの5階級に分類した。

Relative lndex Systemによる

5階級の標準

第 1表

卵が認められなν、。

少数程度に卵が認め b;l1る。

普通程度に卵が認められる。

普通以上に卵が認められる。

顎しく卯が認必られる。

準標級
一

ハ
リ
噌
i
o
G
n
o
a告

階

激しいこと，同一樹内においても夏世代ではハダニ個

体群の増殖に伴って，古い年枝の葉叢から新捕の主主へ

{同体群の一部の分散がみられること9)等から，例え 1

本の供試樹についても夏季には個体群の動設を適確に

把握することは困難であって，遺憾ながら本種の棲息

数を算定する信頼すべき方法は未だ確立されていな

い。今回j，著者はリンプ樹の枝部における越冬卵の産

下程度の観察によって本種の寄生程度の推定を試み，

更に本種の寄生に対するリンゴの品種間差具について

検討することにした。

北海道大学農学部付属果樹園(以下，札幌試験地と

称す〉及び北海道大学農学部付属余市果樹園(以下，

余市試験地と称す〕において 1956年 1月-2月， リ

ンコザハダ二の越冬卵:長期間に鋭祭を行った。供試した

リンプの品種は「旭j，r紅玉j，r国光j，r祝j，rデリ

シャスj，r印度」の6種で;biJ，何れも我国における

主要品f重である。試験区の設定は札幌試験地では南北

に列状に定植されている樹令 20年の各品積，旭2列，

紅玉4列，国光 1列，祝 1列，デリシャス 1列のうち

(r印度」を欠く， r国光」はプランι病擢病のため試験

から除外した)，各品種につき 1列， 1品種4本宛 (4

反覆)観察し舌L塊法によって分祝した。余市試験地は

東西に列状に定植された樹令28年-32年のデリシャ

ス4列，旭2列，国光 2列，紅玉2列，印度 1列 (r祝」

を欠く)，各品種 1列、 1品種4本宛 (4反覆)を試験

区として同じく苦L塊法を用いた。産卵程度を調査する

塩合に，枝部の卵数を全部数えることは徒らに時間と

労力を尽ずばかりで碕ど不可能であり，且つ計測値を

以てそのままハダニの産卵量の多寡を判断することは

出来なし、。何故ならば，寄生ハダェ数は寄主の調体の

大小や枝部の数によって大会く左右されるために産卵

程度を量的に考慮する場合には，産卵数と寄主の校部

の大小を同時に考えに入れねばならないのでるる。著

者は SMITH& TAYLOR'2) が大豆及び掃の多数品種を

用いて根腐線虫 (rooじknotnemaωde)に対する抵抗

性の品種間差異を試験する際に考案し，その後，根癒

線虫の寄生量判定に使用されている10) relative index 

systemをハダニの産卵率の観察に適用して有効であ

ることを認めた。即ち各樹での観察に当つては上述し

たハダニの越冬卵産卵選好部{立を 1樹より 60箇所を

抽出し，該当部f立をノレーペで観察しながら，卵数と部

イ立の表面積の大小を考慮して凡その産卵密度を次に表

各品種につき 60部f立を 4臣l反覆して観察した夫々

の産卵程度を階級に分類した後にその結果について，

更に次の McKINNEy8)の式く修正した〉によって計

算して産卵指数骨を求めた。

2J(階級値xE童話詰寝)
産卵指数一 一一一一一ー一一 一一一 x100 

全調査産卵部位数 x4

法方察観

ここに得られる産卵指数はハダ、ニの越冬卵産卵程度

が Oより 100までの聞の百分率で表わされるもので，

本試験ではリ Y ゴ各品種のハダ.ニの寄生程度を示すも

のとした。向，供試調は両試験地とも有袋栽培でるり，

前年の薬剤撒布歴は夫今次の如くで、らった。

試験地!撒布月日

11955 IV /30 i DNマシン 40倍液

V /18! DDT水和剤加JIj石灰硫黄合剤即位液

VI/10 I枇酸鈴加万Jマラソン 1，700倍液

羽/13!マラソン 1，500倍波

枕酸鉛加rn8斗式過石灰ポノレ F-
一波

マラソン 1，5001高}夜VII/22 

--(1955;/18 -1 DNマシン 40蹴

:~: 1:…和剤吋段欽附灰硫黄合剤V /2 1-60倍波

V/9 1BrdF細目硫酸鉄加用石灰硫黄合剤

DDT水利剤及び硫酸鉄加用石灰
硫黄合斉Jj100 倍液

硫酸鉄加川石灰硫黄合剤 100倍
液

マラソン 1，500倍波

三共ポノレドー i夜

10斗式過石灰ボノレドー液

マラソン 2，000倍}夜

マラソン 2，000f音波

サァピラン 1，0001~i夜

器この指数を SMITH& TAYLORは Diseaseindexさ称す。

斉U薬布自散

V /23 

VI/14 

VII/1 

VII/19 

WI/2 

WI/17 

区/2

VII/5 

V /16 

札

幌

試

験

地

余

市

言̂
験

士也
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観察結果

上述の2試験地において供試したリシゴの 6品種に

つきハダ、ニの産卵程度によって 5階級に分類した結果

を第 2，3表に示し，また各品種のハダ、ニ産卵指数は

第 4，5表に掲げた如くでるる。

第 2表札幌試験地におけるリンプ品種

の階級別百分率

l調査 各階級内の該当部位数(~;の
品題名 l

|部位数 o I 1 I 2 I 3 4 
一一一一寸一一一一一ー 一一一一一一一一 一一一一一一一ー一一一一一一ー一品ー

デリシ vス 240 O 0.8 7.9 43.4 47.9 

ネ児 " 
。15.0 36.2 42.1 6.7 

紅 玉 " 
。7.9 52.5 33.3 6.3 

2.9 54.2 35.0 旭 " 
6.7 I 1.2 

第 3表余市試験地におけるリンゴ品種

の階級別百分率

き ま 各階級内の該当部位数(~;;)

品糧名 i誌位五 i 1 ') 1 
11121  3 ! 4 

デリシャス I 240 0 I 0.8 I 11.3 I 42.1 i 45.8 

旭 lグ i15.4 I 62.1 ! 20.0 I 2.5 J 0 

紅玉 I" I 2.1 i払 515日|山 0.8

国 光 1 " O! 17.9 I 45.0 I 34.2 I 2.9 

印度 1 " 5.4 i 37.1 1 50.0 1 7.5 I 0 

第 4表札幌試験地におけるリンゴ

各品種の産卵指数

ハダニの産卵指数 (4反覆〉

品徳名
1 2 3 4 

旭 43.3 36.3 39.2 30.4 

F工 玉 60.4 58.3 57.5 61.7 

祝 62.5 53.3 63.3 61.3 

デリシヤス 77.6 90.0 85.0 85.8 

分散分析表

要因変動 自由度不備分散分散比

均
一
。
J
F
J
i
s

一

円

4
A
u
h
v
s
a
τ

平
十

3

5

6

8

a 

B 8.94 4-1 

V I 4480.76 4-1 

BxV 233.81 3 x3 

計!4723.51 16-1 

2.98 0.1 

1493.59 57.5 <0.01 

25.98 

第5表余市試験地におけるリンゴ

各品種の産卵指数

品紹名|
ハ ダ ニ の 産 卵 指 数 (4反覆〉

1 2 3 4 平均
_..一一一 ・『鼻

デリシヤス[ 飢 6.76.3 81.7 85.4 83.3 

旭 26.3 36.7 17.9 28.8 27.4 

車工 玉 I 43.8 52.1 38.8 42.1 44.2 

国 光 I 54.6 50.8 61.7 55.0 55.5 

EJJ 度， 38.8 46.7 37.1 37.1 39.9 

分散分析表

要因!変動!自由度|不備分散l分散比! 白

B 66.87， 4-1 ， 22.29 0.6 I 

V 7123.38 5-1 1780.85 49.7 <0.01 

BxV 429.54 3x4 35.80 

言十 7619.79 20-1 

第 4表に掲げた様に，札幌試験地では供試4品種中

「デリシャス」は産卵指数84.6の最高値を示し， r旭」

は 37.3の最小値を，他の2品種はこれらの中聞の産

卵指数を記録Lた。第4表から作った分散分析表によ

ると， F-検定した結果はハダニの寄生に対してリンゴ

の品種聞に 19bの有意水準をもって差異のるることが

わかる。更に 4品種のうち何れの品種の聞に差がるる

かを調べると下に図示脅した様な関係で差の有意性が

認められた。

デリく 祝
シヤス

旭 〉 紅玉

次に余市試験地の成績は第5表より明かな通仏供

試 5品種中の産卵指数の最大値は「デリシャス」の

83.3でるって，最小値 27.4をもっ「旭」の聞に他

の3品種が位置していた。ーこれらについても F-検定

持記号説明

A← B， Al土:fj意差 (1%危険率)をもって B より大きいこ

さを示す η

B....C， B 三 C聞に有}!j:差のないこさを示す。
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￠結果は同様に l~b 危険率をもって多数品種聞に差 群の変動，特に越冬卵の産卵指数に及ぼす影響につい

の有意性がるるといえる。更に各品種聞につき平均値 ては今後検討したし、。

差を検定した結果は次の如くで2らった勢。 GARMANりは寄主作物の葉の薄い品種は Pωrate-

印度一

fな，札幌，余市の2試験地は薬剤撒布歴カヰ日違して

いるためp その観察結果を総括して産卵に対ずるリ y

コ、、の品種間差異を論ずることは差控えたい。しかし供

試品種について「デリシャス」は最もリンプハダニの

寄生を受けやすく， ，.旭」は最も寄生を受けにくいこと

が判明した。

考 察

本試験では薬剤撒布によってもたらされるハダニ個

体群の変動が甚しい夏季の観察を避け，越冬卵の産卵

比率の観察から各品種のノ、夕、二寄生程度を推測したの

であるが.勿論，今度求めた産卵指数をもって，各品種

のハダ二の寄生に対ずる絶対的数値と見倣すことにつ

いては向検討を要するで怠ろう。しかしながら，産卵

時に飛掬あるいは甚だしく移動するるる種の昆虫類と

異なり，上述したハダュの産卵行動に関する知見より，

本種については通常(例えば夏世代が極端に増殖した

り，又は寄主植物が衰弱した場合以外〉ハダ・ニの寄生

率と越冬卵の産卵指数との聞に正の相関々係を有する

ものと著者は考えている。次に産卵密度の判定に際L

てリ y コッ、ダニと同様に卵}信越冬叫する B.praetiosa 

の卵を誤算する疑を生ずるが州勢， リンプ樹における

B. praetiosα存在は優勢な個体群密度をもっ本商に

比較して極めて稀なため，たとえ観察卵の全数をリ y

コツ、ダニの卵と見倣しても大き?な誤りはないとJ尽われ

る。尚，薬剤撒布がハダニの夏世代及び冬世代の個体

続記号説関前頁吉岡じ。

掛 T.telarius. A. vienne同'"は成体で越冬するの
接待絡 B.praetio胞の越冬卵は球形， il主径約 190仏リシゴハダニの

越冬卵(球形，直径約 155μ)より僅かに大きい。 B.praetiosα 

の越冬卵はリシゴ樹にては.主さして樹幹の割目キ表皮の裂日:等
に産下さ ~t ， d、枝キ表皮面に少ない点がリニンゴハダニ吉異なる。

tγα花ych悦8pilosus (C. & F.)州酬の被害を受け，

LEWIS7)は Oligo旬νCh1ιs.ulmi (KOCH)****に対する

リンゴ、の抵抗性は遺伝的形質であって三倍体，四倍体

品種は二倍体品種に較べてp その加害に非感受性でる

ると述べp 抵抗性は葉の厚さによるので1ちろうと推察

している。 KUENENりは哀のクチクル層の薄いリンプ

品橿ほど本種による被害が大きく，更に被害は上表面

より葉汁を!l&収ずる際に甚しいと述べている。 BLAIR

& GROVESりは本種に対する完全な抵抗性品種のなし、

ことを認めたが" Bramley's Seedlingは他の品種に

較べ割合に落葉の少ないことを報告し，落葉程度を異

にするのは怠る程度品極聞の葉肉組織の差異によるこ

とを明らかにしている。もとよりハダニに対する抵抗

性を論ずる場合にハダニ寄生比率の大きい品種は必ず

しも被害の大きな品種とは限らない。著者は供試品種

についてハダニの寄生とリンゴ樹の被害との関係2 並

びに本種の加害機構と寄主植物の被害機構についても

研究を進めたL、。

本試験に選定した 2つの果樹園におけるハ夕、ニの産

卵指数を比較すると，両園のハダ、ニの箆息密度はかな

り類似しているものと解釈される。 LかL鉢植のリシ

コ噛にオキ蓄を接種した著者9)の実験結果によると，ハ

ダニの個体群の増殖によって葉が萎れはじめ，ために

樹勢が衰えると雌成体は糸を出して懸垂L，室内の微

細な空気の動舎に浮動しながら株より容易に分散する

ことを認めたのであるが，野外の圏内でも樹の衰弱に

よって，ハダ、ニの食物源とじての葉の栄養価が低下ず

るためにおこると思われるハダ・二の分散が見られるこ

とや，;bるいは本種の夏世代に特に増殖する個体群の

平衡維持のため樹からの脱出が行われているととも考

えられ，病室の個体群密度の犬小によって品種間差異

も変化する可能性が;b払これらの究明も生態学的問

題として興味がもたれる。

摘筆ずるに当って，日頃御鞭援を賜る犬飼哲夫教授

に深謝し，時果樹園の使用に御便宜を与えられp 且つ

有益な御助言を与えられた園芸学第一教室沢田英吉教

授，同教室員の諸学兄並びに余市果樹園吉回竜夫氏に

対し感謝したい。

給出伸両種さも Metatetγαnychusulmi (KOCH) の synonym

さされている。
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R臼um毛

The purpose of this study is to observe how 

the state of parasitism by Metatetranychus 
ulmiくKOCR)， varies with the varieties of 
apple tree. The relative grade of parasitism 
is indicated by the number of the winter eggs 
laid on the twings. The author has grouped 
the grade into 5 classes， according to the re-
lative index system which has been used in 
the study on root-knot nematode infestation 

by SMITH & TAYLOR (1947). It has been 
found that the differen巴esamong the follo-
wing 6 varieties are statistically significan七
and as the table shows， that among the tωt 
varieties (which are the most common ones 
in Japan)， Delicious is the most susceptible 
to mite parasitization， while Mclntosh is con-
siderably free from becoming the victim. 

1. Population index to the apple varieties 
at Sapporo. 

Delicious . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. 84.6 
American Summer Pearmain. . .. 60.1 

Jonathan. .... .， .• .， .' •• ." • '" 59.6 
Mclntosh...................... 37.3 

2. Population index to the apple varieties 
at Yoichi. 
Delicious . . . . . . . . . . . . . . . .， • • • •• 83.3 
Ralls.......................... 55.5 
Jonathan . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. 44.2 
lndo峰 (Japanesename) . . . . . . .. 39.9 

Mclntosh . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . " 27.4 

~ variety bred in J apall. 


